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日増しに寒さが加わり、朝夕冷え込む季節となってまいりましたが、皆様におかれまし

ては、お元気でしょうか。第 25 回秋桜祭の開催に向けて、学生は準備を進め活気に満ち

ております。 同窓会も、展示物やバザーの準備を進めています。 

卒業生の皆さまのお越しを心からお待ちしております。  

 

■学園だより 

●故人見楠郎第 2代理事長の祭壇設置 

 11月 4日は人見楠郎第 2代理事長のご命日にあたり、ご逝去されてから 17年になり

ます。人見楠郎先生のご遺徳を偲び、11月 2日（木）から 12日（日）まで学園本部

館１階ロビーに祭壇が設けられます。 

●墓前祭  11月 8日（水） 11時～  （雨天の場合、学園本部館 3階大会議室） 

松陰神社 「校祖之墓」「恩師の墓」「同窓の墓」前 

                  

■同窓会だより 

 ●第 25 回秋桜祭 『輝』 

 日時：11月 11日（土）、12日（日） 10:00～15：30   会場：大学 3 号館 1 階  

  【パネル展示】 ◆伸びゆく光葉の樹木  ◆生涯学習活動報告   

          ◆働く女性を支援するワーキングネットワーク活動報告 

 【バザー】    ◆全国 51支部、同窓生有志 14グループ、同窓会本部が出店 

【子どもゲームコーナー】沢山の景品が用意されています。 

                ※収益金は、在学生の奨学金に充てられます 

 

●光葉同窓会推薦入学試験 

 卒業生が、本学へ入学を希望する受験生を、責任を持って推薦する入学試験制度です。 

   出願期間：11 月 1 日（水）～7 日（火）当日消印有効 

   試験日  ：11 月 19 日（日） 

 

●生涯学習主催 『筆ペン教室』のお知らせ 

      ～『筆あそび』干支などを書いてみましょう～ 

講 師：渡邉祐子（昭和女子大学現代教育研究所研究員） 

日 時：2018 年 1 月 18 日（木） 午後 1 時 30 分～ 

会 場：昭和女子大学 人見記念講堂控室  

 ※詳細につきましては、光葉同窓会報 第 89 号をご覧ください。  



■広げよう光の葉 

石澤 和子さん      1976 年卒  文家政学部日本文学科 （群馬県支部） 

 

「一人で悩まないで」 

 昭和 51 年大学卒業と同時に群馬県警察に女性警察官として採用され、結婚を機に退職

するまでの 6 年弱勤務しました。6 ヶ月間の警察学校の研修を終えた後、太田警察署駅前

交番で巡回連絡や地理教示など皆さんがイメージする町のお巡りさんとして仕事をしま

した。夫も警察官でしたので、結婚後は大きな事件・事故が起これば休日はなくなり、新

聞記者さんの夜撃ち・朝駆けに遭い、転勤に伴う引越しに追われ、慌ただしい警察官の家

族として過ごしました。 

 当然ながら、警察官、またその家族として過ごしている時は、事件を解決する事、犯人

を捕まえる事が第一、被害者の方の為にも早く被疑者検挙をと思っていました。 

 夫の定年後、友人に誘われ、ボランティアで犯罪被害者の支援を行なっている「すてっ

ぷぐんま」のお手伝いをすることになりました。今度は被害者の気持ちに寄り添う事を第

一に考える事になりました。 

 「すてっぷぐんま」は、群馬県公安委員会から「犯罪被害者等早期援助団体」として指

定を受け、犯罪、事故、災害、DV などの被害に遭われた方やそのご家族やご遺族に対す

る支援活動をしています。 

 具体的には、被害者やご家族の辛く苦しい気持ちを伺ったり、相談を受けたりしていま

す。また、警察、検察庁、裁判所、病院等への付き添い、様々な手続きのお手伝いなども

しております。また、被害者支援の必要性、大切さを広く理解していただく為の広報活動

も行なっています。私も微力ながら犯罪被害者直接支援員として電話相談や検察庁や裁判

所への付き添いなどさせていただいております。 

 ラジオ等で草笛光子さんの「一人で悩まないで」というメッセージを耳にした方もい

らっしゃるのではないでしょうか？多くの方に被害者支援についてご理解とご協力をお

願いできればと思います。 

                                 End 


